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平成２３年第 3回 高千穂町議会定例会 

一般質問通告内容集約書 
 

                                               高千穂町議会事務局 

【８名１１件 】 

質問日 順 質問者 
件

数 
件    名 頁 

9 月 21 日（水） 

 1  工藤博志 議員 
１

件 

 

1.農林業の振興策について 

 

１ 

2 飯干清喜 議員 
２

件 

 

1.上水道運営について 

2.薪ストーブの設置支援について  

 

3 

3   佐藤久生 議員 
１

件 

 

1.高千穂町入口に観光案内板の設置に

ついて 

  

4 

4   富髙友子 議員 
１

件 

 

1. オートキャンプ場の設置について 

 

5 

5 馬原英治議員 
３

件 

 

1.集中豪雨における用水路と排水溝の

安全対策は充分なのか。 

2.農産物販売所の組織合同について 

3.葉たばこ廃作における農家への支援

対策を伺う。 

 

6 

6 坂本弘明議員 
１

件 

 

1. 西臼杵3町によるJA高千穗地区への

農産物販売及び畜産市場における営

業支援について 

 

7 

7 奈須克喜議員 
１

件 

 

1.都市計画道路青葉通線について 

 

9 

 8 堀川容佑議員 
１

件 

 

1.｢救急医療情報キット｣の取り組みに

ついて 

10 



 

 

順 質 問 者     件  名 質問の要旨       質問相手 

 

１ 

 

工藤博志 

議員 

 

1.  農林業の

振興策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 本町の望ましい将来像と、その実現に取り組

むべき様々な施策を推進していくための指針

となる第 5 次総合長期計画が策定されたとこ

ろであります。各部門ごとに、具体化、また体

系化され実施計画されているようであります。 

 中では、農林業の振興策について基本目標は

｢地域の資源を活かした、活力のあるまちづく

り｣となっております。農産業、畜産業、林産

業はどちらも大自然が相手の、地域の資源を有

効活用した営みであり、その目標達成のため

に、次の点について伺います。 

 

１．農家戸数の減少対策について 

 新規就農者や農家戸数の増加など現状では

厳しい中、現役で頑張っておられる高齢農業者

や担い手に対する支援策が農家戸数の減少緩

和に繋がると考えますが、支援策を伺います。 

 

２．所得向上のための農産物の推進について 

 高千穂地区の農業総生産額は 43 億円余り

で、内、畜産関連が５０％を占め、次に米、タ

バコ、園芸作物の順でありますが、高冷地や冷

涼な気候を活かした、中山間特有の農産物を選

定し、町のブランド品目として町全体で推進

し、所得の向上を図る考えを伺います。 

 

３．集落営農について 

 中山間直接支払い制度により、耕作放棄地の

緩和や農業経営基盤強化に繋がっております。

中でも、機械利用組合の設立や共同作業などに

より、作業の効率化や経営コストの削減を図っ

ている組織や地域があります。高齢化が進む

中、地域ぐるみや組織単位の集落営農が、農家

の生き残り策と考えます。 

 集落営農について、具体的な今後の方策を伺

います。 

 

４．農地の有効利用について 

 農家戸数が減少することにより、農地の荒廃

や耕作放棄地が顕著になることが危惧されま

す。 

農業後継者が、農業経営の維持が可能な農地

の有効利用と規模拡大のための方策を伺いま

す。 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．農家の皆さんが 10 年後に《農業を続けて

いてよかった》と実感できるような農業政策の

意気込みを伺います。 

 

 以上、5点について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

順 質 問 者     件  名 質問の要旨       質問相手 

２  

飯干清喜 

議員 

 

１．上水道運営

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．薪ストーブ

設置支援に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本町の第１水源、第 2水源ともに湧水であ

るが、その水質は特段に高いとの公表はされて

いない。全国的、あるいは阿蘇などの名水と比

べてどのようなレベルであるのかお示しいた

だきたい。 

 

２．ただの水（無料に等しい）を、旭化成の動

力員支援を受けながら、町内中心部に配給され

ている。もっと周辺部の簡水に支援できるほど

の収益を上げてもよいのではないか。 

 

３．町内周辺地の簡易水道組合では、家計の理

由に係わらず、未収金は発生していない。恵ま

れた上水道でのみ未収金が発生しており、その

回収作業が、町水道課職員の主な仕事となって

いる事は残念である。 

 水道事業に対する町民理解が足りないので

はないか。 

 

４．上水道の使用料金であるが、他の町村と比

べてどのようなレベルとなっているかお伺い

します。 

 また、下流域の川から取水し、それを浄化し

て上水道水としている都市部と比べて、どのよ

うなレベルであるのか、その理由とともにお伺

いします 

 

５．渇水期や災害時等に利用できる大口、小口

の取水場の設置はできないか、お伺いします。

（蛇口のひねりは役場管理とする。） 

 

 このことは、五ヶ瀬町で数年来実施され、好

評を得ながら里山整備等の二次効果も上がっ

ている様子であります。二番煎じの事業とはな

りますが、本町でも取り組めないかお伺いしま

す。 

 薪集めはかなりの体力仕事であり、健康増進

の一部を担うこと、うけあいであります。 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 



 

順 質 問 者     件  名 質問の要旨       質問相手 

 

３ 

 

佐藤久生 

議員 

 

1.  高千穂町

入口に観光

案内板の設

置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観光業は、本町にとって農業とともに最も大

事な産業の一つであることは、ご承知のとおり

です。 

 不況、口蹄疫、そして東日本大震災等の影響

で観光客の入り込みが減少しているなか、町を

はじめ観光協会、商工会、農協など関係団体が

客の誘致に一生懸命努力されているのは十分

承知いたしております。 

 その様な中、6月には『阿蘇、くじゅうデザ

イン会議』が開催され、それに本町も加入が出

来たことは、観光客の誘致に広域的に取り組む

ことが出来、観光の発展につながることは大変

うれしいことであります。 

 そこで、次の点について町長に伺います。 

 

１．22 年度で高千穂町サイン計画が策定され

ていますが、その主な内容と計画に基づいた事

業の進捗状況は。 

 

２．盆の時期、町内の道路、駐車場は大変混雑

した様でありますが、21 年、22 年の同時期と

比較してどのような状況でしたか。 

 

３．この盆の時期に町内で道が良くわからなく

なり、警察署や派出所、交通安全協会等にたず

ねてこられた方々が多数あったとのことです。

その方々は、｢道路標識は設置してあるがおお

まかでわかりにくい。町の入口、たとえば国道

218 号、325 号線沿に観光地全体の案内板を設

置してほしい。｣と苦情があったとのことです。 

 沿道修景美化条例等法的規制があるのは十

分承知していますが、観光客に思いやりのある

心づかいの一つとして案内板の設置は出来な

いか、また、先に述べた、デザイン会議での広

域的な案内板の設置はできないか伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 



 

順 質 問 者     件  名 質問の要旨       質問相手 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富髙友子 

議員 

 

1.  オートキ

ャンプ場の

設置につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自動車で出掛け、野外での食事やテントでの

寝泊まりを楽しむ旅（オートキャンプ）が増え

ています。 

 

 本町でも道の駅や武道館内の運動公園や駐

車場、テニスコート周辺に於いて宿泊する旅行

者をお見かけします。 

 

 町内には、キャンプ場は 2ヶ所、四季見原す

こやかの森キャンプ場と音の谷キャンプ場が

ありましたが、音の谷キャンプ場は 2005 年に

閉鎖になり、１ヶ所だけとなっています。 

 

 本町の観光は通過型が多いなか、宿泊客を増

やす努力をされています。 

 

 宿泊を補う意味で、オートキャンプ場の設置

のお考えはないのか、町長にお伺いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

順 質 問 者     件  名 質問の要旨       質問相手 

 

５ 

 

馬原英治 

議員 

 

1.  集中豪雨

における用

水路と排水

溝の安全対

策は充分な

のか。 

 

２．農産物販売

所の組織合同

について 

 

 

３．葉たばこ廃

作における農

家への支援策

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 今年の 6 月における集中豪雨は用水路や農

道、町道の排水溝への急激な水位上昇に対応出

来ない場所があったと聞いている。その現状と

対策を問う。 

 

 

 

 町の公共施設内で運営されている道の駅と

鬼八の蔵は、経営力強化の上でも、組織合同を

行い、町支援を行い、販売力強化を図るべきと

思われるが、町長の考えを問う。 

 

 葉たばこ農家へ１０a 当たり 28 万円の廃作

奨励金が支給され、来年度は作付面積の減少が

ある。 

 来年度の転換作物への技術的、経済的にも多

少なりとも、町の支援が必要と思うが、町長の

考えを問う。 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 



 

順 質 問 者     件  名 質問の要旨       質問相手 

 

６ 

 

坂本弘明 

議員 

 

1. 西臼杵 3町

による JA 高

千穗地区へ

の農産物販

売及び畜産

市場におけ

る営業費支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ３月１１日の東日本大震災により発生した

原発事故は、日本の農業・食文化に大きな衝撃

を与えました。 

 

 本来、食の安全・安心の基本となるトレイサ

ビリティー（生産履歴）は、原発事故による食

肉を含む農産物の放射能汚染からの仕分け的

役割を担っています。ＴＰＰ協定に対する不安

や、円高による輸出の減少は日本経済に大きな

打撃を与えており、景気低迷は個人消費を下

げ、東日本の復興を遅らせる懸念材料となって

います。 

 

 そういった厳しい経済状況の中にあって、宮

崎県産やＪＡ高千穂地区が取り扱っている農

産物は、汚染された農産物の廃棄処分等によ

り、品薄感から、価格は全体で約５％程上昇し

ているようですが、生産者の収入は安定してい

るわけではありません。 

 

 平成１７年から２０年まで高千穂町で取り

組まれた地域再生マネージャー事業による成

果を検証すると、現在も継続的に取り引きされ

ている農産加工品もありますが、物品ロットの

数量が大きすぎて対応できない物もあったよ

うです。 

 

 農家がより多くの収入を得るには、安定的な

直接取り引きが出来ることが望ましいわけで

すが、それができない大多数生産者はＪＡに依

存せざるを得ないわけです。価格が安定して取

り引き出来ることが生産者ニーズであり、食の

安心・安全と同様に生産者が安心して農産物を

生産できる環境づくりが望まれています。 

 

 ＪＡの販売担当者に現状を尋ねると、｢各消

費地で生産者と共に営業活動を行い、高千穗ブ

ランド確立に取り組んでいるが、更なる確立を

図るには、継続的な販売促進のための営業が不

可欠｣とのことです。 

 

高千穗は、高千穂峡のイメージが圧倒的に強

く、ある観光客の方は、高千穗のイメージを聞

かれ、｢ボートとそうめんのつゆ｣と答えられた

そうですが、知名度や認知度から見ても、販売

促進活動がしやすい土地柄であり、効率よく多

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

品目の物産展や流通調査が出来るようにする

には、行政の支援が不可欠と考えます。 

 

 ＪＡが独自で営業活動が出来る営業費の支

援を３町で事業化して取り組めないか伺いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

順 質 問 者     件  名 質問の要旨       質問相手 

 

７ 

 

奈須克喜 

議員 

 

1.都市計画道

路青葉通線

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三田井中心部を結ぶ道路網は、ほぼ整備され

ているが、県道諸塚・高千穂線の青葉大橋から

町道田口野・松能橋線が都市計画道路として、

平成13年度から平成19年度まで工事が施工さ

れ、野菜集荷場周辺まで約 800 メートル歩道付

きで整備され、残り約 500 メートルが残ってい

る。 

 

原因は住宅・土地の買収や、道路が狭くて河

川敷に橋梁を造る場合の費用問題だと思うわ

けですが、中学校の通学路であり、自転車通生 

や歩行生の姿が見られる。 

 

安全面においても、歩道がないため雨の日が

心配である。 

 

神社通りの開通に伴い、松能橋からの大型車

の通行は時間規制があり心配ないが、普通車の

通行が多い。 

 

町としても周辺部の道路整備、高千穂小建設

など出費がかさむ時期ではあるが、都市計画道

路の今後についての考えは、以上伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

順 質 問 者     件  名 質問の要旨       質問相手 

 

8 

 

堀川容佑 

議員 

 

1. ｢救急医療

情報キット｣

の取り組み

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｢救急医療情報キット｣は救急時に必要な情

報（持病、かかりつけ病院、常服薬、緊急連絡

先など）をひとつにまとめて保管することで、

救急隊、病院が迅速に救急救命活動を行えるよ

うにするためのものであります。 

 

 高齢者を対象に医療情報キットの配布事業

に取り組んでいる自治体もあります。 

 

 岡山県浅口市は、65 歳以上の一人暮らしの

高齢者や 75 歳以上の高齢者世帯などに対し、

救急医療情報キット｢いのちのバトン｣を希望

者に無料で配布しています。 

 

 円筒状の容器に名前やかかりつけ医、持病、

投薬情報などを記した用紙を収納し、冷蔵庫な

どに保管しています。 

 

 本町は一人暮らしの高齢者や介護認定者数

も増加の傾向にあり、高齢者の安全、安心のた

めにも｢救急医療情報キット｣の配布事業は適

切で必要な事業ではないかと考えます。 

 

 町長の御所見を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


